
【申請事務に関すること】

Ｑ１ 受付事務の内容は

原則として、受付事務は、申請書受理と、その申請書を県社協へ回送していただく事務が主となります。

Ｑ２ 受付窓口は１カ所でいいか

ボランティアセンター（ボランティア担当部署等）を受付窓口と想定しています。

また、支所等がある場合、各支所で受付を行うなどもご検討ください。

Ｑ３ 本助成の周知方法は

昨年度助成を受けて実施した団体へは、本会から直接ご案内をいたします。また、長野県県民文化部次世代サ

ポート課を通じて各地域振興局経由で信州こどもカフェプラットフォーム構成団体（活動団体）への周知、長野

県みらい基金・子ども食堂ネットワーク等を通じて活動団体への周知を主としながら、必要な方に情報が届くよ

う県関係機関、市民活動団体等へ広く周知を行います。

市町村社協の広報誌やチラシ設置などの周知ご協力をお願いします。

Ｑ４ チラシ・募集要項・申請様式などのダウンロードは可能か

本会ホームページでご案内しますので、ご活用ください。

Ｑ５ 申請書の回送は提出があったら都度県社協へ回送するのか

都度、県社協への郵送は負担になることから１週間まとめて回送するなど状況に応じて回送をお願いします。

Ｑ６ 募集締切（12/16）の考え方は。

助成希望者が市町村社協へ提出する期日とします。

募集締切（12/16）を過ぎましたら速やかに県社協へ回送をお願いします。

【助成内容に関すること】

Ｑ７ 助成額が３万円（新規団体５万円）が６万円（新規団体８万円）になった経緯は？

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、活動に必要となるマスクや消毒液、食事配達等に係る燃料

費などの新たに発生する経費に対して助成額を上乗せすることで安心した活動を行っていただくために

助成額が上乗せされました。

Ｑ８ 助成額６万円（新規団体８万円）は次年度以降も継続されますか？

現在のところ、今年度限りの助成限度額となります。

Ｑ９ 今年度の１次募集では限度額が３万円（新規団体５万円）だったが、２次募集と限度額が違う。

１次募集で採択された団体には後日個別に追加申請についてご案内する予定です。

１次募集の際に３万円（新規団体５万円）で採択された団体は追加で３万円を申請でき、今年度合計６

万円（新規団体８万円）が活用できるようご案内いたします。

Ｑ10 限度額（８万円or６万円）は１団体あたりの限度額と考えてよいか

募集要項「限度額」のとおり、1か所あたりの限度額とします。

複数地域でカフェを開催する団体の場合は、「限度額×開催地域数＝助成申請額」とお考え下さい。

■例：月１回以上の子ども食堂を２つの小学校区で昨年度から実施している場合

　申請限度額は、６万円×２地区＝12万円となります。

Ｑ11 申請書の内容に関する相談を受けた場合の対応も行うのか

「チラシ」「募集要項」及び「助成希望者へのＱ＆Ａ」をご確認の上、可能な範囲で対応をお願いします。

回答が困難な内容の相談の場合は、県社協まちづくりボランティアセンターへお問い合わせください。

（電話：026ｰ226-1882）

Ｑ12 回送した申請団体の助成決定の可否は市町村社協へも通知するか

助成決定の可否は、申請団体と市町村社協へも通知でご案内する予定です。

Ｑ13 信州こどもカフェに該当する活動を市町村社協が行う場合も申請可能か

申請可能です。

地域で子どもを育むプロジェクト　～信州こどもカフェ運営支援助成～

申請受付事務に係るＱ＆Ａ

市町村社協事務


